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このご利用のてびき（以下、本書）は、ご家庭、施設、職場などで「バスチェア　ロビー」を

使用される方、または介助者の方に読んでいただくものです。バスチェアを使用される前に、

本書を良くお読みになり、内容を充分にご理解いただきますようお願い致します。本書に従っ

て使用いただけない場合、利用者や、介助者が事故を起したり、怪我をする恐れがあります。

お買い上げいただいた販売店から本書に従った製品を安全にお使いいただく使用方法の説明を

受けてください。お読みになった後、（いつでもご覧になられる所に）保管し、身体の状態や環

境に変化があった場合、使用に関して不明な点がでた場合等、必要に応じて本書をお読みくだ

さい。

本製品は、本書に従って使用された場合にのみ、保証の対象となります。

本書は弊社のホームページからも PDF の形式でダウンロードできます。

本書の内容に関してのご質問は、お買い上げいただいた販売店にご連絡ください。

はじめにお読みくださいはじめにお読みください

A：製品名とカテゴリー・サイズ
B：品番
C：耐荷重（テクニカルデータの項を参照ください）
D：製造者名 / 住所 / 製造国
E：製造番号
F：シリアルナンバー
G：EAN コード
H：製品使用前にご利用のてびきをお読みください
I ：CE マーク－ EU 加盟国への輸出の安全基準証明

注意記号
A：傾斜地での使用は禁止されています
B：平坦な場所でのみ使用可能です
C：使用前にご利用のてびきをお読みください
D：介助者が付き添って使用してください
     利用者を一人にしないでください
E：屋内でのみ使用してください
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序文

この度はオットーボック社の「バスチェア　ロビー」をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

本書ではロビーの様々な部分の調整の方法、オプション製品の装着の仕方や使用方法を説明しています。

この製品を正しく、安全にお使いいただくための方法、簡単なお手入れ方法とメンテナンスについても説

明しています。

不適切な使用で製品が損傷しないよう、常に最適な状況で使用いただくために、本書を良くお読みください。

製品についての疑問や問題が発生した場合には、直ぐにお買い上げいただいた販売店にご連絡ください。

ロビーを快適にご使用いただき、ご満足いただければ幸甚です。

（出典：ドイツ、健康保険会社の補装具のカタログとリスト）

入浴補助用具は浴槽の中で使用されるように設計されていますが、サイズが合えばシャワーでの使用も可

能です。ロビーは脳性まひ等で体幹のコントロールが難しい、筋緊張が強い等の症状のある 2 歳以上を対

象とした製品です。

適応

- ロビーは角度調整が可能な 4 つのジョイントで色々な形を作ることができます。

- 入浴やシャワー時に利用者のニーズに合わせて様々な使い方ができます。

- ロビーは寝た状態でも座った姿勢でも入浴をサポートすることができます。

- ベルクロを使用した張り調整機能が付いているので、利用者の身体の状態に合わせて張りを調整すること
  が可能です。

- 洗髪時に利用者の目にシャンプーが入らないように、頭部を後方に倒すことや、頭を動きやすくするため
  に頭部のカバーを取り外すことも可能です。

- ロビーは利用者の成長に合わせて、サイズを変更することができます。背もたれ（バックサポート）と座  
  面部分のフレームを伸ばして、背高や座奥行を簡単に変更することができます。

バスチェア　ロビーの特徴
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序文 機能と調整

機能

ロビーは下腿部①、座面部②、背もたれ（バックサポート）③、

頭部支持部④（写真 1）から構成されています。

フレームには上下２分割のメッシュのカバーが掛けられて、骨

盤の部分でベルクロテープで繋がっています。利用者の成長や

状態に合わせてストラップを緩めたり、締めたりして、張り調

整をすることが可能です。

肩、背もたれ（バックサポート）、座面、膝部分がラチェットジョ

イントで繋がれています。（写真 2）

 

両側のジョイント部分のボタンを押してロックを外し、希望の

角度に設定できます。（写真 3）

希望の角度でボタンを離し、少し動かすとロックが掛かります。

ボタンが飛び出しているのを確認してから使用してください。

A、B、C、D の部分で角度を調整することで、様々なシートの

形を作ることができます。（写真 4）

 

調整する場合は、両側のボタンを同時に押しながら角度を決定

してください。（写真 5） 

親指でボタンを押し、その他の指で角度を調整するすると簡単

に角度が変更できます。希望の角度が決定したら、ボタンを離

すとロックが自動的に掛かります。ボタンが飛び出しているの

を確認してから使用してください。

①

②

③

⑤

① ② ③
④

④A B

C

D
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調整の方法

カバーの張りは、それぞれのベルクロストラップを緩めたり、

縮めたりして調整することができます。（写真 6） 

 

 

 

 

角度の調整は、調整したい部分のボタンを胸と向き合う位置に

持ってきて、上半身で支えながらボタンを押すと、簡単に全て

の箇所の設定を変えることができます。（写真 7）

 

（例：バスチェアの足部分を胸や腹部に押し当て、座面（B）や

脚部分（A）の角度を調整します。） 

（写真 8）の様に脇に抱えて調整をすると大きな力が必要になっ

てしまいます。 

 

 

 

 

 

また、頭部支持部のメッシュカバーを取り外すことができます。

頭部をコントロールできない利用者は、介助者の方が頭部を手

で支えてください。（写真 12） 

首の部分の筋緊張を軽減するために、頭部支持部は股関節の屈曲

と連動させながら前方に倒すように調整することも可能です。

頭部支持部の調整

頭を洗っている間にシャンプーが利用者の目に入らないように、

D のジョイント部分を調整して、頭部支持部を後方に倒すこと

ができます。（写真 11）

同じような方法で座面の角度（写真 9）と背もたれの角度（写真 10）も調整できます。

⑥

⑦

⑧

⑨ ⑩

⑪

⑫

D

④A B

C



　7 　　Otto Bock Japan K.K. 　|

背もたれ（バックサポート）の高さを変更するには、カバーを

固定しているストラップを外して、六角レンチで背もたれ（バッ

クサポート）のフレーム横ににある固定ボルトを両側とも外し

ます。（写真 13）

 

 

背もたれ（バックサポート）と座面部分のカバーをつないでい

るベルクロを外して、2 枚のカバーを離します。（写真 14）

次に頭部支持部と座面部分を持ち同時に引っぱり、フレームを

スライドさせます。

希望する高さまで調整したら、左右の高さが同じことを確認し

て、両側のボルトを再び締めます。ボルトが穴にしっかり入り

締められていることを確認してください。 

 

（写真 15）カバーを元に戻して、ストラップを締め直します。

 

設定と調整のオプション

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

背もたれ（バックサポート）の高さ（背高）調整

座面の長さ（座奥行）を調整するには、背もたれ部分と座面部

分のカバーを固定しているベルクロを外します。（写真 16） 

 

 

 

 

座面部分のフレーム横の固定しているボルトを六角レンチで外

します。（写真 17） 

 

 

 

必要であれば、背もたれ（バックサポート）部の下のストラッ

プを外してください。足の部分を持ち希望の位置までフレーム

をスライドさせます。両側のボルトを再び締めます。 

（写真 18）

カバーを元に戻して、ストラップを締め直します。

座面の長さ（座奥行）調整
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アクセサリー

ヘッドサポート（オプション）

ヘッドサポート（写真 22）は、２つのクッションから構成さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

両側から頭を包み込むように使用してください。（写真 23）

 

 

 

 

 

 

 

ヘッドサポートの高さを決定したら、ストラップをカバーのベ

ルト部分に通して固定してください。（写真 24） 

 

 

 

 

 

ヘッドサポートのパッドの位置を調整するときは、外側から

パッドを持ち上げるようにしてベルクロから外して、パッドを

希望する位置まで動かしてください。（写真 25） 

 

パッドをベルクロに押し付けて固定してください。片側のパッ

ドも同じように移動させてください。

ヘッドサポートは体幹サポートとしても使用できます。

ヘッドサポートを体幹パッドとして使用することもできます

（写真 26）

22〇

23〇

24〇

25〇

26〇
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体幹ベルト

体幹ベルト（写真 27）は、利用者が不意に動いてバスチェア

から落ちないようにサポートします。 

 

体幹ベルトはヘッドサポートと同じように高さを調整すること

ができます。

カバーの張りを緩めることで利用者が動けるスペースを作るこ

とができます。 

足首ストラップ

足首ストラップ（写真 28）は入浴中に利用者を洗いやすい姿

勢に保つために、足の伸展等を抑えるサポートをします。 

 

 

 

 

 

ヘッドサポートや体幹ベルトと同じようにストラップの位置を

調整することができます。（写真 29） 

必要に応じて、利用者の大腿をサポートすることもできます。

27〇

28〇

29〇
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安全にご使用いただくためのメンテナンスとお手入れ方法

・耐荷重はサイズ 1 が 30Kg、サイズ 2 が 60Kg です。

・ロビーは入浴補助用具です。使用される場合は必ず介助者のもと使用してください。

・平らな、デコボコのない所でのみ使用してください。

・ロビーを設定、調整している間や折りたたむ時に指を挟まないように気を付けてください。

・背もたれを支えているバー、B の部分のジョイント（座面の角度調整部分）（写真 4）と足部分の

  先は常に床面に接触した状態にしてください。（写真 21）

・写真（写真 30）のように足先部分が床と接触しないような形にするのは可能ですが、痙縮、痙攣、

  アテトーゼ等により、利用者が動くと、ロビーが揺れて、体幹ベルト等でサポートされていない

  場合は利用者がロビーから落ちてしまう恐れがあります。 

 
 
 
 

・フレームとカバーは家庭用洗剤を使用して洗浄してください。

・ロビーは折りたたむことができるので、収納場所を取りません。（写真 19）

  背もたれを支えているバーとヘッドサポートを下へ折りたたんでください。（写真 20）

  ラバーチューブ部分を下にすれば滑ることもありません。水は穴から流れ出て行きます。

・メッシュ素材は水を通します。取り外してぬるま湯（60℃以下）で洗濯が可能です。

・他の洗濯物を傷つけないように、洗う前にストラップは閉じ、パッド類は袋に入れて洗濯すること

  をお奨めします。洗濯後は広げて乾かしてください。

・必要に応じてベルクロ部分についたゴミを爪ブラシで取り除いてください。

・カバーが損傷した場合は直ぐに交換してください。

21〇4〇

30〇

19〇 20〇

④A B

C

D
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安全にご使用いただくためのメンテナンスとお手入れ方法 法的事項

ロビーは使用されている国の国内法が適用されます。場合により変更されることもあります。

保証対象：

本書にしたがって正しく使用された場合にのみ、保証の対象となります。本書に説明されていない方

法で損傷が発生した場合や、製品が改造されている場合は保証の対象になりません。

製品の安全性：

この製品は EU の 93/42/EEC 規格の要綱を満たしています。また、それに伴い、自社および検査機関

における安全性に関する適合試験を行い、すべての検査要綱の条件を満たしていることを宣言します。

商標：

本書に記載されている全ての製品名はそれらの所有者の商標または登録商標です。

全てのブランド名、商品名、会社名はそれらの所有者の商標または登録商標です。

本書で使われる商標がはっきりと確認できない場合、第三者が自由に使用する権利があるということ

ではありません。

テクニカルデータ

サイズ 1 サイズ 2

全長 115 - 129  cm 147 - 173  cm

各部のサイズ A 26 cm 35 cm

各部のサイズ B 36 -  46 cm 44 -  59 cm

各部のサイズ C 20 -  24 cm 29 -  40 cm

各部のサイズ D 33 cm 39 cm

座幅 /全幅 38  cm 38  cm

耐荷重 30 kg 60 kg

重量 3.8 kg 4.3 kg

材質　フレーム部 アルミニウム、樹脂 アルミニウム、樹脂

材質　シート部 ポリエステル、ナイロン ポリエステル、ナイロン

カラー ブルー ブルー

A
BCD



オットーボック・ジャパン株式会社   

〒105-0012  東京都港区芝大門1-9-9 野村不動産芝大門ビル4F 

TEL. 03-6403-1061（代表）　FAX. 03-6435-8082 

www.ottobock.com/ja-jp/mobility

オットーボック社取扱店

掲載内容の無断使用禁止

掲載されている内容、文章、画像については、無断で使用もしくは転載することを禁止します。

サービスについて

オットーボック製品のサービスや修理は、販売店に依頼してください。適合などに不具合等がある際にも

販売店にお問合わせください。
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